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(1)中性子物性 (原子炉 ) (2)パルス中性子物性(加速器 )



































































6. ミューオン物性 (加速器)の現状 と問題点
ミューオンは原子核と電子が主役である物性研究対象物質中において例外的に比較的長い寿
命をもつ異種の物質である.しかも質量が陽子と電子の中間にくるという性質からユニ丁ク
な物性を作り出し,あるいは興味あるテス トプローブとなる｡日本ではこれまでKEKにおけ
る中間子科学実験施設(UT-MSL/BOOM)が世界の一つのセンターとしての役割 りをは
たして来た｡これがパルス中性子グループと協力してジェミニ計画を立案するに至った原動力
となっているが,すでにのべたように目下大ノ､ドロン計画との ドッキング作業が行われている｡
その案が完成するのを待って計画の推進を計りたい｡なお他大学でもミューオン科学の物性研
究に対する応岡が計画されているようであるが当面は上記の計画を推進するのが有効であろう
と考えられる｡
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